Two Poetic Sites in Chizhou 池州 -Qishan 齊山 and Xinghuacun 杏花村- by 松尾 幸忠
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二
〇
〇
五
年
九
三
日
か
ら
一
三
日
ま
で
、
學
振
基
盤
究
Ｂ
「
詩
跡
（
歌
枕
）
究
に
よ
る
中
國
文
學
史
論
再

―
詩
跡
の
念
・
機
能
・
形
に
關
す
る
究
―
」
の
一
と
し
て
、
筆
	は
杭
州
・
揚
州
・

江
・
和
縣
・
馬
鞍
山
・
宣
・
池
州
等
の
、
江
南
地
方
に
お
け
る
詩
跡
ゆ
か
り
の
地
を
訪
問
し
た
。
現
地
査
の
重
性
を
改
め
て
識
さ
せ
ら
れ
た
行
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
特
に
い
印
象
を
の
こ
し
た
の
は
、
二
二
年
ぶ
り
に
訪
れ
た
安
徽
省
池
州
市
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
貴
池
縣
と
呼
ば
れ
て
い
た
同
市
は
、
八
三
年
に
訪
問
し
た
當
時 （
１
）、
ま
だ
未
解
放
地
で
あ
っ
た
。
江
南
地
方
ら
し
い
の
ど
や
か
な
農
村
風
景
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
今
回
訪
れ
て
み
て
特
に
興
味
深
か
っ
た
こ
と
は
、
街
體
の
大
き
な
變
貌
ぶ
り
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
杏
村
が
新
た
な
光
名
―
「
杏
村
古
井
文
園
」
―
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
八
三
年
訪
問
時
、
ね
た
詩
跡
は
齊
山
・
溪
河
・
秋
浦
河
等
で
あ
っ
た
。
杏
村
の
名
は
そ
の
中
に
は
な
か
っ
た
。
も
と
も
と
杏
村
は
、
そ
の
名
を
有
名
に
し
た
「
明
」
詩
自
體
が
杜
牧
の
作
で
あ
る
と
い
う
確
證
が
な
い
こ
と
、
し
か
も
「
杏
村
」
と
い
う
名
稱
が
固
有
名
詞
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
な
ど
（
２
）、
二
重
の
意
味
で
池
州
に
お
け
る
詩
跡
と
は
斷
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
現
地
で
入
手
し
た
料
『
千
古
杏
村
』
（
丁
育
民
・
張
本
健

、
山
書
、
二
〇
〇
二
年
）
び
『
杏
村
古
井
文
園
游
指
南
』
（
安
徽
省
杏
村
文

游
發
展
有
限
公
司
印
、
二
〇
〇
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
杏
村
古
井
文
園
は
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
修
建
の
計
畫
が
立
て
ら
れ
、
二
〇
〇
三
年
に
開
園
し
た
ら
し
い
。
年
來
、
經
濟
長
が
續
く
中
國
池
州
に
お
け
る
二
つ
の
詩
跡
齊
山
と
杏
村
松
尾
幸
忠
で
、
一
種
の
村
お
こ
し
事
業
の
よ
う
な
形
で
計
畫
が
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
園
の
だ
っ
た
跡
に
は
「
公
井
」「
公
酒
桷
」「
煥
園
（
『
杏
村
志
』
の
撰
、
・
	

の
故
居
）」
「
杏
亭
」
な
ど
が
あ
り
、
回
に
は
「
明
」
詩
に
題
材
を
と
っ
た
、
杜
牧
を
人
公
と
す
る

劇
（
安
徽
省
に
お
け
る
民
戲
曲
劇
）
の
幾
つ
か
の
場
面
が
壁
畫
と
し
て
か
れ
て
い
た
。
文
園
が
面
す
る
大
り
の
交
差
點
に
は
杜
牧
の
大
き
な
塑
像
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
杜
牧
は
土
地
の
有
名
人
と
し
て
大
き
く
顯
彰
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
齊
山
は
以
に
比
べ
樣
相
が
か
な
り
變
し
て
い
た
。
木
が
生
い
り
、
豐
か
な
山
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
山
の
上
に
「
綉
春
臺
」
と
い
う
展
臺
が
あ
り
、
か
つ
て
そ
こ
か
ら
は
四
方
が
見
渡
せ
た
も
の
だ
が
、
今
で
は
木
々
に
阻
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
僅
か
二
十
數
年
の
う
ち
に
こ
れ
だ
け
の
變
貌
を

げ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
杜
牧
が
登
っ
た
千
年
以
上
は
一
體
ど
の
よ
う
な
風
景
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
入
口
に
は
新
し
く
案
圖
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
明
文
に
は
「
千
百
年
來
、
齊
山
憑
其
・
以
石
、
尤
以
洞
奇
・
自
然
風
景
引
無
數
名
人
士

覽

奇
。
杜
牧
、
司
馬
光
、
王
安
石
、
拯
、
王
十
朋
、
陸
游
、
岳
飛
、
袁
枚
等
、
曽
登
臨
賦
詩
、
贊
・池
陽

境
・
秀
美
景
色
」
と
あ
っ
て
、
詩
跡
ゆ
か
り
の
光
地
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
が
、
實
際
、
文
人
ゆ
か
り
の
跡
ら
し
い
も
の
は
多
く
は
な
か
っ
た
。
杜
牧
に
關
係
す
る
も
の
と
し
て
は
、
「
九
日
齊
山
登
高
」
詩
に
因
ん
で
作
ら
れ
た
「
 
!亭
」
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
他
に
は
、
最
"作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
岳
飛
廣
場
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
岳
飛
の
像
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
臺
座
に
彼
の
「
登
池
州
 
!亭
」
詩
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
詩
跡
形
#に
當
た
っ
て
の
詩
歌
創
作
の
繼
承
性
と
い
う
點
か
ら
見
れ
ば
、
齊
山
に
お
い
て
「
九
日
齊
山
登
高
」
詩
が
果
た
し
た
役
$は
、
杏
村
に
お
け
る
「
明
」
詩
の
そ
れ
を
遙
か
に
凌
い
で
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
現
實
の
詩
跡
に
表
れ
た
杜
牧
の
%價
の
形
は
必
ず
し
も
そ
れ
に
比
例
し
て
い
た
と
は
言
い
&か
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
こ
の
二
つ
の
詩
跡
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
作
品
の
繼
承
性
と
い
う
點
か
ら
比
較
を
行
い
、
こ
の
現
象
に
つ
い
て
の
一
考
察
を
試
み
て
み
た
い
と
思
う
。
一
池
州
で
活
'し
た
文
學
と
い
え
ば
、
六
(時
代
に
は
昭
明
太
子
、
)代
で
は
李
白
と
杜
牧
で
あ
る
。
特
に
詩
跡
形
#の
點
か
ら
見
れ
ば
後
二
人
の
果
た
し
た
役
$は
大
き
い
（
３
）。
李
白
は
池
州
の
秋
浦
河
、

溪
河
を
活
動
の
中
心
と
し
、
杜
牧
は
齊
山
、
溪
河
を
活
動
の
中
心
と
し
た
。
そ
の
中
で
後
世
へ
の
影
*が
大
き
か
っ
た
作
品
は
「
九
日
齊
山
登
高
」
詩
で
あ
る
。
池
州
に
お
け
る
二
つ
の
詩
跡
（
松
尾
）
111
九
日
齊
山
登
高
九
日
、
齊
山
に
て
高
き
に
登
る
江
涵
秋
影
鴈
初
飛
江
は
秋
影
を
涵
し
て
鴈
初
め
て
飛
び
與
客
携
壺
上


客
と
壺
を
携
へ
て

に
上
る
塵
世
逢
開
口
笑
塵
世
逢
ひ
し
開
口
し
て
笑
ふ
に

須
滿
頭
歸


須
く
滿
頭
に
し
て
歸
る
べ
し
但
將
酩
酊
酬
佳

但
だ
酩
酊
を
將
て
佳
に
酬
い
不
用
登
臨
恨
	暉
用
ひ
ず
登
臨
し
て
	暉
を
恨
む
を
古

今
來
只
如
此
古

今
來
只
だ
此
く
の
如
し
牛
山
何
必
獨
霑
衣
牛
山
何
ぞ
必
ず
し
も
獨
り
衣
を
霑
さ
ん
（『
樊
川
文
集
』
卷
三
）
當
時
、
池
州
刺
史
で
あ
っ
た
杜
牧
は
、
彼
を
訪
ね
て
き
た
友
人
の
張
を
誘
い
、
齊
山
を
訪
れ
た
。
會
昌
五
年
（
八
四
五
）、
杜
牧
四
三

の
時
で
あ
る
。
詩
中
の
「
客
」
と
は
張
を
指
し
て
お
り
、
こ
の
時
彼
が
杜
牧
に
唱
和
し
た
詩
も
傳
わ
っ
て
い
る
（
４
）。
詩
中
で
杜
牧
は
こ
の
よ
う
に
言
う
。
―
俗
世
に
生
き
て
い
る
と
、
口
を
開
い
て
笑
え
る
よ
う
な
樂
し
い
こ
と
に
は
滅
多
に
出
會
え
な
い
。
だ
か
ら
今
日
の
よ
う
な
め
で
た
い
日
に
は
の
を
頭
一
杯
に
し
て
樂
し
く
歸
り
た
い
も
の
だ
。
十
分
に
酩
酊
し
て
佳
に
酬
い
、
沈
み
ゆ
く
夕
陽
を
恨
む
こ
と
な
ど
や
め
よ
う
で
は
な
い
か
。
昔
も
今
も
時
は
こ
の
よ
う
に
ぎ
、
人
は
こ
の
よ
う
に
し
て
老
い
て
き
た
の
だ
か
ら
、
齊
の
景
公
の
よ
う
に
（
５
）死
の
到
來
を
ひ
と
り
く
こ
と
な
ど
必
な
い
で
は
な
い
か
、
と
。
お
互
い
、
自
ら
の
境
に
不
滿
を
く
同
士
。
し
か
し
古
え
か
ら
今
日
ま
で
の
大
き
な
時
の
流
れ
の
中
に
自
ら
を
位
置
づ
け
て
み
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
問
題
は
取
る
に
足
ら
な
い
こ
と
。
今
現
在
の
こ
の
良
き
ひ
と
と
き
を
大
切
に
す
る
こ
と
こ
そ
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
、
親
友
を
に
し
て
一
つ
の

し
た
心
境
を
表
白
し
て
い
る
杜
牧
が
、
こ
こ
に
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
詠
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
問
題
が
根
本
に
解
決
し
た
わ
け
で
な
い
こ
と
は
詩
人
自
身
も
重
々
承
知
は
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
後
で
べ
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
、
杜
牧
の
數
あ
る
個
性
の
中
の
一
つ
の
側
面
が
よ
く
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
二
杜
牧
以
後
、
代
に
も
何
人
か
の
詩
人
が
當
地
を
訪
れ
て
い
る
が
、
齊
山
を
詠
ん
だ
作
品
が
え
る
の
は
宋
代
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
中
で
（
實
際
に
齊
山
を
訪
れ
た
か
否
か
は
別
と
し
て
）
杜
牧
の
こ
の
詩
を
念
頭
に
置
い
て
作
ら
れ
た
作
品
を
査
し
て
み
る
と
（
６
）夥
し
い
數
に
な
る
。
時
代
に
見
る
と
宋
代
が
と
り
わ
け
多
い
（
７
）。
以
下
、
と
り
あ
え
ず
宋
代
の
別
集
の
み
に
絞
り
、
詩
題
と
作
、
び
關
部
分
の
み
を
げ
る
（
８
）
（
詞
び
 記
は
除
く
。
ま
た
、
原
典
に
當
た
り
文
字
を
訂
正
し
た
箇
!が
あ
る
）。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
112
依
韻
和

徐
中
到
陵
重
陽
陳
襄
却
小
杜
憐
嘉
、
酩
酊
齊
山
夜
始
迴
。
（『
古
靈
集
』
卷
二
四
）
登
齊
山
韋
驤
况
是
重
陽
時

、
紫

	詠
好
開
顏
。
（『
錢
塘
集
』
卷
五
）
九
日
韋
驤
須
憑
酩
酊
酬
佳
、

感
齊
山
不
浪
吟
。
（『
錢
塘
集
』
卷
七
）
和
綺

齊
山
寺
其
韻
堯
臣
辭
韻
險
徃
駭
、
何
特
杜
牧
專
當
年
。
（『
宛
陵
先
生
集
』
卷
五
）
紫
亭
堯
臣
昔
我
來
齊
山
、
山


傍
。
牧
之
舊
游
處
、
苔
滑
屐
莫
將
。
（『
宛
陵
先
生
集
』
卷
四
四
）
韻
和
仲
庶
池
州
齊
山
畫
圖
王
安
石
更
想
杜
詩
在
眼
、
一
江
春
下
離
堆
。 （『
臨
川
先
生
文
集
』
卷
一
九
）
和
王
之
秋
浦
齊
山
感
李
太
白
杜
牧
之
王
安
石
齊
山
置
酒

開
、
秋
浦
聞
猿
江
上
哀
。 （『
臨
川
先
生
文
集
』
卷
一
九
）
儲
溪
重
九
阻
風
、
戲
同
行
黎
東
美
郭
正
却
憶
齊
山
小
杜
歌
、
人
世
逢
笑
開
口
。
（『
山
集
』
卷
一
三
）
重
陽
日
獨
居
水
、
君
噤
出
杜
曲
惠
詩
、
以
來
韻
李
復
何
似
齊
山
江
上
客
、

須
滿
頭
回
。
（『
 水
集
』
卷
一
二
）
韻
施
!初
"齊
山
洪
癖
詩
塵
誰
復
數
齊
梁
、
小
杜
文
章
楚
大
邦
。
（『
盤
洲
文
集
』
卷
四
）
宿
池
州
齊
山
寺
、
#杜
牧
之
九
日
登
高
處
楊
$里
謫
仙
狂
飮
%吟
詩
、
小
杜
倡
&冶
思
樓
。
（『
'齋
集
』
卷
三
三
）
未
至
池
陽
五
里
有
齊
山
寺
。
寺
後
巖
石
巉
然
(崕
、
而
上
頂
有
)
亭
、
#杜
樊
川
九
日
、
携
壺
地
也
。
自
亭
而
西
憩
集
仙
洞
楊
冠
卿
携
壺
上
)
、
一
雨
秋
政
絡
。
（『
客
亭
*稿
』
卷
一
一
）
"池
州
齊
山
張
+
池
州
に
お
け
る
二
つ
の
詩
跡
（
松
尾
）
113
樊
川
有
留
詠
、
兀
坐
一
長
吟
。
（『
南
軒
集
』
卷
二
）
高
不
疑
與
客
登
梁
昭
明
臺
、
李
吾
和
詩
見
、
用
韻
謝
之
魏
了

遙
想
牧
之
歌
絡
、

	白
也
詠

天
。
（『
鶴
山
先
生
大
文
集
』
卷
一
〇
）
抵
池
陽
未
入
關
、
泊
于
齊
山
數
日
、
因
窮
岩
壑
之

戴

三
十
六
洞
昔
、
四
百
餘
年
無
牧
之
。 （『
石
屏
詩
集
』
卷
九〔
附
〕）
以
下
は
、
杜
牧
の
詩
に
韻
も
し
く
は
用
韻
し
た
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
袁
傍
友
を
除
き
、
詩
中
で
必
ず
し
も
杜
牧
に
言
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
同
天
聰
老
齊
山
、
杜
牧
之
韻
李
綱
（『
梁
谿
集
』卷
一
四
）
由
當
塗
回
宿
齊
山
、
用
杜
牧
之
韻
囓
良
能
（『
香
山
集
』）
齊
山
、
用
杜
紫
韻
袁
傍
友
（『
東
塘
集
』卷
四
）
空
憶
樊
川
秋
影
去
、
爲
誰
重
唱
縷
金
衣
。
登
裴
公
亭
、
借
用
杜
牧
之
登
齊
山
詩
韻
二
首
趙
善
括
（『
應
齋
雜
』
卷
五
）
池
州
九
日
、
用
杜
牧
之
齊
山
韻范
大
（『
石
湖
居
士
詩
集
』
卷
一
九
）
以
上
の
作
品
に
共
す
る
と
こ
ろ
は
、
①
詩
中
に
杜
牧
の
詩
句
を
用
い
て
い
る
、
②
杜
牧
び
そ
の
作
品
に
言
し
て
い
る
、
③
杜
牧
の
詩
の
韻
に
和
し
て
い
る
（
用
韻
、
韻
）
の
、
い
ず
れ
か
の
素
を
必
ず
含
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
杜
牧
の
詩
が
「
豪
」
の
側
面
と
「
艷
」
の
側
面
と
を
持
つ
こ
と
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
「
牧
才
高
、
俊
邁
不
羈
、
其
詩
豪
而
艷
、
有
氣
」
（
宋
・
陳
振
孫
『
直
齋
書
解
題
』
卷
一
六
）、
「
俊
爽
牧
之
」
（
明
・
胡
應
『
詩
藪
』
外
卷
四
、
下
）、
「
宋
人
其
詩
豪
而
艷
、
宕
而
麗
」
（
明
・
楊
愼
『
升
菴
詩
話
』
卷
五
）
等
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
俊
邁
・
俊
爽
」
、
「
不
羈
・
宕
」
と
い
う
側
面
を
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
に
 目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
九
日
齊
山
登
高
」
の
詩
に
見
ら
れ
た
闊
!な
感
懷
の
吐
露
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
面
が
、
時
の
推
移
へ
の
感
傷
と
巧
み
に
綯
い
交
っ
た
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
後
世
に
か
く
も
多
く
の
"隨
作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
創
作
の
#想
が
ど
れ
を
出
發
點
と
し
た
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
「
重
陽
（
九
日
）」
「
齊
山
」
「
杜
牧
」
と
い
う
三
つ
の
素
が
、
密
接
に
關
$し
合
っ
て
一
つ
の
作
品
の
中
に
詠
み
%
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
114
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
齊
山
が
杜
牧
ゆ
か
り
の
詩
跡
と
し
て
明
確
に
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
齊
山
は
、
作
品
に
在
し
た
繼
承
性
を
有
す
る
、
典
型
な
詩
跡
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
三
に
杏
村
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
杏
村
に
關
わ
る
詩
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
明
」
で
あ
る
。
明
明
明
時
雨
紛
紛
明
の
時

雨
紛
紛
路
上
行
人
欲
斷
魂
路
上
の
行
人
魂
を
斷
た
ん
と
欲
す
借
問
酒
家
何
處
有
借
問
す
酒
家
何
處
に
か
有
る
牧
童
遙
指
杏
村
牧
童
遙
か
に
指
さ
す
杏
村
（
南
宋
・
劉
克
	『
分
門
纂


宋
時
賢
千
家
詩
』
卷
三
）
「
杏
村
」
も
し
く
は
「
杏
の
村
」
と
い
う
詩
語
自
體
は
代
の
作
品
の
中
に
窺
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
勿
論
、
池
州
の
杏
村
の
こ
と
で
は
な
い
。
も
と
も
と
杜
牧
の
別
集

に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
池
州
」
と
「
杏
村
」
と
「
杜
牧
」
の
三
が
結
び
つ
く
と
す
れ
ば
、
劉
克
	『
千
家
詩
』
以
後
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
確
か
に
南
宋
期
か
ら
元
に
か
け
て
、
こ
の
作
品
を
踏
ま
え
た
と
思
わ
れ
る
作
例
が
、
干
存
在
す
る
（
９
）。
韻
杜
川
春
日
雜
興
集
句
（
二
首
の
一
）
宋
・
于
石
行

善
共
一
樽
、
牧
童
遙
指
杏
村
（『
紫
巖
詩
』
卷
三
）
老

宋
・
何
應
龍
杏
村
酒
家
家
好
、
莫
向
橋
邊
問
牧
童
（
陳

『
江
湖
小
集
』
卷
二
五
、
橘
潭
詩
稿
）
陽
元
・
朱
名
世
問
錦
州
何
處
是
、
牧
童
遙
指
杏
村
（『
鯨
背
吟
集
』）
し
か
し
、
作
家
び
作
例
か
ら
見
て
も
に
寥
々
た
る
も
の
で
あ
る
し
、
さ
ら
に
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
池
州
と
い
う
土
地
と
は
關
係
な
く
詠
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
因
み
に
、
頭
で
紹
介
し
た
料
『
千
古
杏
村
』
に
は
「
二
、
古
人
吟
咏
杏
村
」
と
い
う
章
が
あ
る
。
見
出
し
こ
そ
「
杏
村
」
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
こ
に
集
め
ら
れ
た
詩
、
詞
、
歌
、
賦
は
池
池
州
に
お
け
る
二
つ
の
詩
跡
（
松
尾
）
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州
體
に
關
す
る
も
の
が
多
く
、
杏
村
そ
の
も
の
を
詠
っ
た
作
品
は
明
代
以
に
し
か
見
ら
れ
な
い
（
）。
し
か
も
そ
の
多
く
は
池
州
出
身

の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
（
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
池
州
「
杏
村
」
の
詩
跡
と
し
て
の
史
は
、
明
代
頃
か
ら
始
ま
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
こ
で
、
地
理
・
方
志
書
の
方
面
か
ら
杏
村
に
つ
い
て
の
記
	を
確

し
て
お
き
た
い
。
詩
跡

點
が
濃
厚
に
窺
え
る
南
宋
の
『
輿
地
紀
』
や
『
方
輿
覽
』
等
の
總
志
に
は
、
池
州
に
お
け
る
杏
村
の
存
在
は
ま
だ
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
存
の
地
理
書
の
中
で
最
も
早
く
そ
の
名
が
見
え
る
も
の
は
『
嘉
池
州
府
志
』
で
あ
る
（
）。
し
か
し
興
味
深
い
こ
と
に
、
該
書
の
卷
一
「
輿
地
篇
・
古
蹟
」
に
は
「
杏
村
」
の
名
を
げ
、
杜
牧
の
「
明
」
詩
を
引
用
す
る
も
の
の
、
卷
八
「
雜
篇
上
・
藝
文
」
に
は
杏
村
ゆ
か
り
の
作
品
は
一
首
も
收
さ
れ
て
い
な
い
。
齊
山
ゆ
か
り
の
作
品
が
數
多
く
收
さ
れ
て
い
る
の
に
比
べ
、
實
に
對
照
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
先
に
	べ
た
こ
と
を
傍
證
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
杜
牧
と
池
州
」
と
い
う
結
び
つ
き
は
す
で
に
代
か
ら
あ
っ
た
が
、
南
宋
以
後
「
杜
牧
と
明
詩
」
と
い
う
結
び
つ
き
が
新
た
に
生
ま
れ
、
そ
の
兩
が
―
經
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
―
い
つ
の
頃
か
ら
か
融
合
し
始
め
、
明
代
に
は
池
州
に
お
け
る
杏
村
の
存
在
が
か
な
り
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
明
代
に
な
っ
て
、
「
池
州
―
杜
牧
―
杏
村
」
と
い
う
圖
式
が
ほ
ぼ
出
來
上
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
・千
家
詩
・
と
の
關
係
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
般
に
・千
家
詩
・
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
は
、
劉
克
『
分
門
纂

宋
時
賢
千
家
詩
』
（
二
二
卷
）
と
、
そ
れ
を

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
や
し
た
謝
枋
得
（
僞
托
と
さ
れ
る
）『
千
家
詩
』
（
四
卷
）
と
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
庶
民
向
け
に
纂
さ
れ
た
も
の
と
い
う
點
で
共
し
て
い
る
。
特
に
後
は
卷
數
も
少
な
く
、

よ
り
一
流
布
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
明
代
頃
ま
で
に
こ
の
・千
家
詩
・
が
か
な
り
一
般
に
流
傳
し
、
そ
れ
も
一
つ
の
影
力
と
な
っ
て
杏
村
が
詩
跡
と
し
て
 立
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
齊
山
で
の
作
例
に
士
大
夫
階
!が
多
く
、
杏
村
に
は
下
知
識
人
が
多
い
こ
と
も
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
ま
た
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
結
詩
跡
の
形
 か
ら
比
較
し
た
場
合
、
杏
村
は
齊
山
よ
り
遙
か
に

史
が
淺
く
、
作
例
數
"び
作

か
ら
見
て
も
明
ら
か
に
劣
る
。
ま
た
、
作
品
自
體
に
#在
す
る
文
學
影
力
の
點
か
ら
も
、
「
明
」
は
「
九
日
齊
山
登
高
」
に
"ば
な
い
と
言
え
よ
う
（
$）。
し
か
し
、
杜
牧
に
對
中
國
詩
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す
る
顯
彰
の
度
は
、
む
し
ろ
そ
れ
に
反
比
例
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
最
後
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
詩
人
に
對
す
る
（
現
代
／
現
地
）
中
國
人
の

價
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
よ
り
體
に
い
え
ば
、
皆
は
杜
牧
と
い
う
詩
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
性
を
高
く
價
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
杜
牧
が
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
富
む
詩
人
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
き
日
の
揚
州
に
お
け
る
風
流
韻
事
は
有
名
で
あ
る
し
、
そ
れ
を
題
材
に
と
っ
た
「
杜
牧
之
揚
州
」
と
い
う
劇
本
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
杜
牧
の
闊
な
一
面
が
よ
く
表
れ
た
「
九
日
齊
山
登
高
」
詩
も
良
い
が
、
こ
ぬ
か
雨
の
中
、
酒
屋
を
求
め
て
	儀
す
る
杜
牧
の
方
が
、
民
衆
の
目
に
は
よ
り
一

杜
牧
ら
し
く
映
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
杜
牧
の
「
艷
」
な
る
側
面
、
「
風
流
才
子
」
と
し
て
の
一
面
を
、
民
衆
は
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
證
據
に
、
文
園
の
回
に
か
れ
た

劇
「
灑
杏
村
」
で
は
、
杜
牧
が
村
を
訪
れ
、
名
歌
妓
の
張
鶴
娘
と
詩
の
や
り
と
り
を
し
た
こ
と
で
氣
持
ち
が
慰
め
ら
れ
る
と
い
う
場
面
が
出
て
く
る
。
や
は
り
、
「
酒
」
と
「
女
性
」
の
方
が
、
杜
牧
に
は
似
合
っ
て
い
る
の
だ
。「
九
日
齊
山
登
高
」
に
も
「
携
壺
」
「
酩
酊
」
が
出
て
く
る
が
、
こ
こ
で
は
、
重
點
は
む
し
ろ
後
の
闊
な
感
懷
の
吐
露
に
あ
る
。
一
方
の
「
明
」
は
、
專
ら
「
酒
」
。
し
か
も
杏
の
に
圍
ま
れ
た
、
景
色
の
良
い
酒
屋
に
ん
で
行
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
詩
は
わ
っ
て
い
る
。
酒
に
因
ん
だ
「
公
酒
桷
」
「
公
井
」
と
い
う
跡
の
あ
る
杏
村
古
井
文

園
で
は
、
杜
牧
は
面
に
出
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
結
果
、
齊
山
よ
り
こ
ち
ら
の
方
が
顯
彰
の
度
合
い
が
高
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
性
か
ら
い
っ
て
も
光
地
と
し
て
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
く
、
詩
跡
と
し
て
整
え
る
に
は
實
に
好
合
な
場
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
詩
跡
は
、
同
じ
土
地
で
ど
ち
ら
も
杜
牧
に
關
係
し
な
が
ら
、
作
品
の
影
力
と
杜
牧
へ
の
顯
彰
の
度
と
が
轉
し
て
い
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
例
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
圖
ら
ず
も
、
民
衆
の
、
詩
人
へ
の
價
が
反
映
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
詩
跡
形
に
當
た
っ
て
、
詩
人
の
性
格
と
い
う
も
の
が
大
き
く
影
す
る
と
い
う
こ
と
の
、
一
つ
の
良
い
例
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
【
】
（
１
）
一
九
八
三
年
、
八
二
五
日
～
九
八
日
、
第
二
回
早
稻
田
大
學
中
國
古
典
詩
歌
究
訪
中
團
（
團
長
、
故
・
松
浦
友
久
 授
、
!な
訪
問
地
は
衡
陽
・
長
沙
・
岳
陽
・
武
"・
廬
山
・
貴
池
・
南
京
・
無
錫
・
蘇
州
等
）
池
州
に
お
け
る
二
つ
の
詩
跡
（
松
尾
）
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（
２
）
こ
の
點
に
つ
い
て
は
松
浦
友
久
『
校

詩
解
釋
辭
典
』
（
大
修
書
店
、
一
九
八
七
年
初
版
）「
明
」
詩
の
項
（
高
橋
良
行
執
筆
）、
び
松
浦
友
久
・
植
木
久
行
譯
『
杜
牧
詩
』
（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
第
一
刷
）
補

56參
照
。
一
般
に
は
、
南
宋
・
劉
克
莊
の
『
分
門
纂
	
宋
時
賢
千
家
詩
』
が
初
出
と
さ
れ
る
。
な
お
、
『
千
古
杏

村
』
も
『
杏

村
古
井
文
園
游
指
南
』
も
、
い
ず
れ
も
「
明
」
詩
が
杜
牧
の
作
品
で
あ
る
と
の
提
で
書
か
れ
て
い
る
。
（
３
）
參
照
、
拙
稿
「
池
州
刺
史
時
代
の
杜
牧
」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
五
集
、
一
九
八
六
年
）
（
４
）
張
の
詩
は
以
下
の
り
。
和
杜
牧
之
齊
山
登
髙
杜
牧
之
の
齊
山
に
て
高
き
に
登
る
に
和
す
秋
溪
南
岸
霏
霏
秋
溪
の
南
岸
霏
霏
た
り
管
絃
對
暉
管
絃
暉
に
對
す
紅
樹
深
山
徑
斷
紅

樹
深
く
し
て
山
徑
斷
た
れ
碧
雲
江
靜
浦
帆
稀
碧
雲
江
靜
か
に
し
て
浦
帆
稀
な
り
不
堪
孫
嘲
時
笑
孫
の
嘲
り
時
に
笑
ふ
に
堪
え
ざ
る
も
願
王
弘
醉
夜
歸
王
弘
に
ら
れ
て
醉
ひ
て
夜
歸
る
を
願
ふ
流
正
憐
意
在
流

正
に
意
在
る
を
憐
れ
む
砧
聲
徒
促
授
衣
砧
聲
徒
ら
に
促
す
衣
を
授
く
る
を
（『

詩
』
卷
五
一
一
）
（
５
）
こ
こ
で
齊
の
景
公
の
牛
山
の
故
事
を
引
用
し
た
の
は
、
齊
山
↓齊
國
・
・
へ
の
想
が
あ
っ
た
の
と
、
李
白
の
の
詩
が
念
頭
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
景
公
一
何
愚
牛
山
節
相
續
（「
古
風
五
十
九
首
」
其
二
三
、『
李
太
白
集
』
卷
二
）
無
作
牛
山
悲
惻
愴
節
沾
臆
（「
君
子
有
思
行
」『
李
太
白
集
』
卷
五
）
ま
た
、
こ
こ
で
杜
牧
が
重
陽
と
牛
山
の
故
事
と
を
結
び
つ
け
た
こ
と
に
よ
り
、
後
世
、
本
來
は
無
關
係
で
あ
っ
た
兩
を
關
づ
け
て
詠
う
作
品
が
え
た
、
と
指
摘
す
る
發
言
が
あ
る
。
杜
牧
之
九
日
齊
山
登
髙
詩
句
云
、
牛
山
何
必
沾
衣
。
蓋
用
齊
景
公
游
於
牛
山
、
臨
其
國
流
涕
事
、
泛
言
古
今
共
盡
、
登
臨
之
際
不
必
感
 耳
、
非
九
日
故
實
也
。
後
人
因
此
、
乃
於
詩
或
詞
、
!以
牛
山
作
九
日
事
用
之
。
亦
"牧
之
用
顏
#年
一
麾
出
守
爲
旌
麾
之
麾
、
皆
失
於
不
$審
之
故
也
。
（
朱
弁
『
風
%堂
詩
話
』
卷
下
）
こ
れ
も
「
九
日
齊
山
登
高
」
詩
の
、
後
世
へ
の
影
&の
一
つ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
今
、『
四
庫
書
』（
集
部
）
の
檢
索
を
か
け
て
み
た
場
合
、
重
陽
と
牛
山
の
故
事
と
を
結
び
つ
け
た
作
品
に
は
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
（
宋
代
の
み
'げ
る
）。
九
日
韋
驤
四
逢
九
日
峽
江
籔
、
竊
祿
無
功
(自
嗤
。
把
酒
又
遲
今
槙
、
開

)
愧
去
年
詩
。
牛
山
悽
感
何
其
昧
、
*水
歡
吟
乃
宜
。
白
髮
不
辭
吹
+
、
更
登
山
閣
醉
佳
時
。
（『
錢
塘
集
』
卷
七
）
酬
楊
髙
士
沈
,
秋
來
當
砌
看
金
錢
、
不
爲
流
年
悵
白
顛
。
已
向
滄
洲
逢
九
日
、
更
欣
髙
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
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士
况
新
篇
。
牛
山
誰
見
沾
衣
客
、
籬
下
空
懷

賢
。
遙
白
衣
未
至
、
不
妨
細
雨
竹

。
（『
雲

	』
卷
二
）
九
日
登
山
亭
會
飮
李
綱
淵
明

世
士
、
愛
九
日
名
。
獨
東
籬
下
、
悠
然
得
此
生
。
我
輩
正
羇
、
佳
安
可
醒
。
相
携
陟

、
置
酒
松
亭
。
蘂
弄
新
、
橘
苞
破
聲
。
鬢
邉
插
茱
萸
、
未
覺
巾
瓔
傾
。
雲
山
藹
佳
色
、
風
林
動
踈
聲
。
慷
念
昔
、
醉
屬
羣
。
國
方
綴
旒
、
衣
冠
正
漂
萍
。
山
河
舉
目
、
垓
爲
。
方
期
汗
漫
、
天
池
吾
纓
。
何
必
楚
囚
泣
、
牛
山
良
可
輕
。
（『
梁
谿
集
』
卷
二
七
）
重
九

出
獵
獨
處
無
聊
洪
 
獨
上
!樓
意
巳
闌
、
"干
倚
#悄
無
言
。
白
衣
不
至

$少
、
悵
庭
稠
涕
節
%。
秋
堪
悲
惟
&
、
牛
山
獨
歎
龍
山
。
解
嘲
不
見
狂
從
事
、
'
(風
流
作
等
)。
（『
朸
陽
集
』
卷
一
）
*韻
學
士
重
陽
+中
見
招
不
赴
後
十
六
首
（
其
三
）
洪
 
二
君
氣
,繼
雷
陳
、
九
日
哦
詩
妙
入
-。
季
友
凌
霄
方
.賦
、
孟
公
/
坐
正
0塩
。
1陪
件
嶺
登
髙
宴
、
且
放
牛
山
出
涕
辛
。
獨
淋
2蒙
思
橘
3、
數
篇
潛
發
洞
庭
春
。
（
同
）
重
九
宿
王
孫
舖
鄧
深
4江
路
盡
接
升
江
、
竹
屋
蕭
條
.樹
5。
許
消
長
6坐
極
7、
霎
時
疎
雨
做
重
陽
。
明
眸
縱
少
新
開
、
隨
量
何
妨
淺
舉
觴
。
驛
舍
明
8便
陳
跡
、
牛
山
徃
事
莫
徒
傷
。
（『
大
隱
居
士
詩
集
』
卷
下
）
余
有
仲
子
之
戚
、
九
日
親
故
携
酒
訪
我
於
9山
之
上
。
因
詠
昔
人
詩
人
皆
向
天
意
欲
摧
4之
句
、
不
覺
凄
然
有
感
、
遂
易
一
字
足
:
篇
姜
特
立
九
日
上
9山
、
愁
心
卒
未
安
。
人
皆
向
、
天
意
獨
摧
4。
管
女
不
;嫁
、
棲
衣
空
自
<。
牛
山
多
感
、
把
酒
節
闌
干
。
（『
9山
續
藁
』
卷
一
一
）
賀
新
=
九
日
劉
克
>
湛
湛
長
空
?、
更
@堪
、
斜
風
細
雨
、
亂
愁
如
織
。
老
眼
生
空
四
A、
賴
有
高
樓
百
尺
。
看
B蕩
、
千
崖
秋
色
。
白
髮
書
生
-州
節
、
盡
凄
凉
、
不
向
牛
山
滴
。
C
D事
、
去
無
迹
。
少
年
自
負
凌
雲
筆
。
到
而
今
、
春
E
'盡
、
滿
懷
蕭
瑟
。
常
恨
世
人
新
意
少
、
愛
F南
8狂
客
。
把
破
(年
年
拈
出
。
對

$孤
負
酒
、
怕

$也
笑
人
岑
寂
。
鴻
北
去
、
日
西
G。
（『
後
村
集
』
卷
一
九
）
重
九
H席
點
韻
趙
必
I
淵
明
我
輩
人
、
豈
爲
口
體
累
。
歸
歟
三
逕
J、
吟
發
幽
寄
。
醒
眼
對

$、
陶
然
已
心
醉
。
世
俗
兒
女
、
飮
萸
K臂
。
長
L果
-仙
、
登
高
未
爲
智
。
'
(狂
參
軍
、
聲
利
窮
M嗜
。
興
來
盡
君
歡
、
得
句
N
杜
二
。
牛
山
節
沾
衣
、
鄙
哉
馬
千
駟
。
悠
然
千
載
吟
、
高
韻
未
易
*。
人
生
聚
幾
何
、
此
意
非
酒
爲
。
痲
痼
林
壑
O、
磊
'湖
A義
。
明
年
此
會
日
、
老
健
天
M賜
。
（『
P螻
集
』
卷
二
）
（
６
）
『
四
庫
Q書
』（
集
部
）
の
檢
索
に
よ
る
。
（
７
）
宋
代
に
作
例
が
多
い
の
は
、
一
つ
に
は
當
時
、
池
州
が
R衝
の
地
で
あ
り
、
訪
れ
る
人
が
多
か
っ
た
事
と
も
關
係
し
て
い
よ
う
。
陸
游
『
入
蜀
記
』（
卷
三
、
乾
S六
年
、
七
T二
四
日
）
で
は
*の
よ
う
に
言
う
。
初
、
王
師
南
U、
命
曹
彬
分
兵
自
荊
州
順
流
東
下
、
以
樊
冰
爲
池
州
に
お
け
る
二
つ
の
詩
跡
（
松
尾
）
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
、
首
克
池
州
、
然
後
能
取
蕪
湖
當
塗
、
軍
采
石
而
橋
。
則
池
州
今
實
地
、
不
可
不
備
也
。
な
お
、
『
入
蜀
記
』
に
も
池
州
に
お
け
る
杜
牧
に
つ
い
て
言
し
た
箇
	が
多
い
。
（
８
）
引
用
作
品
の

文
は
以
下
の
り
。
依
韻
和

徐
中
到
陵
重
陽
陳
襄
自
愴
幸
車
艶
臺
、
寄
言
籬
不
須
開
。
心
喪
到
行
春
浦
、
耳
病
慵
携
遲
杯
。
天
色
沈
鳴
鴈
、
物
零
暗
蛩
催
。
却
小
杜
憐
嘉
、
酩
酊
齊
山
夜
始
迴
。
（『
古
靈
集
』
卷
二
四
）
登
齊
山
韋
驤
臨
岐
跋
馬
向
齊
山
、
苒
苒
烟
蘿
試
一
攀
。
恠
石
何
年
居
物
表
、
白
雲

日


。
氣
楊
郭
紛
囂
外
、
勢
接
江
湖
蕩
。
况
是
重
陽
時

、
紫
 
!詠
好
開
顏
。
（『
錢
塘
集
』
卷
五
）
九
日
韋
驤
重
九
蕭
條
秋
巳
深
、
登
髙
更
在
蜀
江
潯
。
"
#未
肯
趁
時
吐
、
白
酒
$
如
常
日
斟
。
%塞
&雲
長
滿
目
、
故
園
風
物
愈
購
心
。
須
憑
酩
酊
酬
佳
、
'感
齊
山
不
浪
吟
。
（『
錢
塘
集
』
卷
七
）
和
綺
(
)齊
山
寺
*其
韻
+堯
臣
,山
南
-截
雲
&、
中
有
紺
宇

.天
。
長
橋
直
度
/溪
水
、
0湖
收
潦
曠
1田
。
古
木
森
大
堤
上
、
千
峰
濃
澹
髙
樓
!。
龍
筍
未
2角
出
縮
、
虎
石
亂
踞
筋
3攣
。
陰
崖
4泉
濕
苔
蘚
、
陽
谷
5氣
留
6橦
。
澗
薩
曉
闢
&
7
7、
松
軒
夜
啓
娟
娟
。
聞
有
謫
仙
乘
興
入
、
飄
然
欲
拍
洪
厓
8。
玩
9逐
:不
覺
垓
、
露
竒
發
怪
工
無

。
捫
蘿
但
識
康
樂
徑
、
飮
酒
安
問
垓
公
禪
。
/
;不
到
俗
士
耳
、
香
<巳
入
騷
人
篇
。
水
鳥
念
佛
*淨
界
、
野
鹿
銜
#來
象
筵
。
在
昔
探
賞
=可
數
、
深
景
秀
句
今
得
傳
。
辭
韻
險
%徃
	駭
、
何
特
杜
牧
專
當
年
。
重
以
1澹
>古
樂
、
聽
之
疏
越
如
朱
絃
。
祕
藏
駲
中
爲
不
朽
、
咨
諏
坐
上
皆
曰
然
。
誰
意
?官
@此
袍
、
洗
去
鄙
吝
空
池
邊
。
聊
欲
報
言
罕
驛
使
、
春
郊
唯
見
鴈
A
A。
（『
宛
陵
先
生
集
』
卷
五
）
紫
 亭
+堯
臣
江
雲
如
旗
脚
、
B點
飛
鴈
行
。
1圃
采
C
、
上
水
D桂
漿
。
爲
言
此
何
時
、
杜
子
逢
重
陽
。
醉
思
莊
生
E、
哂
彼
齊
景
傷
。
至
今
孤
亭
、
獨
有
九
日
章
。
昔
我
來
齊
山
、
山

F
G傍
。
騎
馬
到
寺
門
、
亂
石
屹
>牆
。
値
雨
不
H
I、
但
取
山
泉
嘗
。
牧
之
舊
游
處
、
苔
滑
屐
莫
將
。
却
J弄
水
涯
、
K溪
-
L
,。
%頂
見
M屋
、
洪
波
日
湯
湯
。
雲
霞
與
鴈
鶩
、
N動
秋
客
腸
。
去
逾
十
五
年
、
游
宦
韓
陳
梁
。
哀
哀
遘
O殃
、
乃
再
居
南
方
。
欲
P
Q未
可
、
'吟
寄
支
。
（『
宛
陵
先
生
集
』
卷
四
四
）
*韻
和
R仲
庶
池
州
齊
山
畫
圖
王
安
石
省
中
何
忽
有
崔
嵬
、
六
幅
生
膀
坐
上
開
。
指
點
便
知
巖
石
處
、
登
臨
新
作
使
君
來
。
S懷
重
向
丹
L得
、
:勢
T隨
翰
B
U。
更
想
杜
詩
在
眼
、
一
江
春
V下
離
堆
。
（『
臨
川
先
生
文
集
』
卷
一
九
）
和
王
 之
秋
浦
-齊
山
感
李
太
白
杜
牧
之
王
安
石
齊
山
置
酒

#開
、
秋
浦
聞
猿
江
上
哀
。
此
地
流
傳
空
筆
B、
昔
人
埋
W巳
蒿
棲
。
1生
志
業
無
髙
論
、
末
世
篇
章
有
X才
。
Q得
使
君
驅
五
馬
、
與
Y陳
迹
久
徘
徊
。
（『
臨
川
先
生
文
集
』
卷
一
九
）
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
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儲
溪
重
九
阻
風
、
戲
同
行
黎
東
美
郭
正
不
登
髙
、
不
飮
酒
、


沙
翳
衰
栁
。
扁
舟
纜
未
敢
行
、
江
頭
白
浪
蛟
龍
吼
。
故
園

應
爛
漫
、
客
路
無
窮
但
髭
首
。
却
憶
齊
山
小
杜
歌
、
人
世
	逢
笑
開
口
。
（『

山
集
』
卷
一
三
）
重
陽
日
獨
居
水
、
君
噤
出
杜
曲
惠
詩
、
以
來
韻
李
復
衆
人
有
錢
競
沽
酒
。
嗟
我
獨
醒
坐
髭
首
。
徑
蓬
蒿
深
映
門
、
舍
三
傍
疎
栁
。
南
山

呼
欲
來
。
雲
散
山
容
一
笑
開
。
何
似
齊
山
江
上
客
、

須
滿
頭
回
。
（『
水
集
』
卷
一
二
）
同
天
聰
老
齊
山
、
杜
牧
之
韻
李
綱
東
風
初
白
雲
飛
、
禪
客
相
邀
化

。
童
稚
舊
如
到
、
江
山
今
幸
假
歸
。
巖
巒
窈
窕
籠
輕
靄
、
展
鷺
翩

夕
暉
。
歸
覲
庭
稠
詢
徃
事
、
篋
中
先
整
老
棲
衣
。
（『
梁
谿
集
』
卷
一
四
）
由
當
塗
回
宿
齊
山
、
用
杜
牧
之
韻
囓
良
能
一
雲
 興
欲
飛
、
!光
聊
復
化
熹
。
幾
年
想
像
空
懷
古
、
今
日
登
臨
自
"歸
。
#
有
宜
$
%、
澄
江
如
&憶
元
暉
。
夜
深
靜
坐
'人
骨
、
巖
影
(
)
*滿
衣
。
（『
香
山
集
』）
齊
山
用
+杜
紫
韻
袁
傍
友
聨
關
出
郭
疾
於
飛
、
好
景
留
人
倦
式
。
盡
日
山
行
惟
,
-、
夕
陽
堤
上
詠
而
歸
。
.襠
苔
壁
嗟
/事
、
徙
倚
巖
亭
惜
寸
暉
。
空
憶
樊
川
秋
影
去
、
爲
誰
重
唱
縷
金
衣
。
（『
東
塘
集
』
卷
四
）
韻
施
0初
齊
山
洪
癖
詩
塵
誰
復
數
齊
梁
、
小
杜
文
章
楚
大
邦
。
曽
爲

酬
九
日
、
至
今
陳
迹
擅
三
江
。
新
亭
髙
下
依
喬
木
、
1岫
參
差
2曲
3。
4屐
與
君
時
茗
飮
、
後
車
何
必
酒
盈
缸
。
（『
盤
洲
文
集
』
卷
四
）
登
裴
公
亭
借
用
杜
牧
之
登
齊
山
詩
韻
二
首
趙
善
括
春
絡
風
片
片
飛
、
登
臨
共
惜
景
熹
。
人
生
待
足
誰
如
意
、
官
况
5
無
胡
不
歸
。
且
向
園
林
窮
6事
、
更
憑
山
水
發
'暉
。
酒
酣

君
休
笑
、
直
欲
淋
漓
身
上
衣
。
風
簾
斜
捲
燕
于
飛
、
天
氣
'和
酒
力
。
極
目
烟
波
無
盡
藏
、
購
心
春
有
時
歸
。
香
飄
十
里
喧
7市
、
積
千
山
斷
絡
暉
。
杖
辮
不
妨
8一
到
、
塵
埃
9解
點
征
衣
。
（『
應
齋
雜
4』
卷
五
）
池
州
九
日
用
杜
牧
之
齊
山
韻
范
:大
年
年
佳
%歌
式
、
秋
浦
片
帆
;欲
飛
。
萬
里
蜀
魂
思
1
<、
九
歌
楚
=
"將
歸
。
杯
中
山
影
分
秋
色
、
木
末
江
光
借
夕
暉
。
細
撚

一
枝
盡
、
霏
霏
金
屑
滿
征
衣
。
（『
石
湖
居
士
詩
集
』
卷
一
九
）
宿
池
州
齊
山
寺
、
>杜
牧
之
九
日
登
高
處
楊
?里
我
來
秋
浦
正
逢
秋
、
裏
重
來
似
舊
。
風
*不
供
詩
酒
債
、
江
山
長
管
古
今
愁
。
謫
仙
狂
飮
@吟
詩
、
小
杜
倡
A冶
思
樓
。
問
4州
尼
渾
不
識
、
齊
山
依
舊
俯
#流
。
（『
B齋
集
』
卷
三
三
）
未
至
池
陽
五
里
有
齊
山
寺
。
寺
後
巖
石
巉
然
C崕
、
而
上
D頂
有

亭
、
>杜
樊
川
九
日
、
携
壺
地
也
。
自
亭
而
西
憩
集
仙
洞
楊
冠
卿
泉
石
吾
膏
肓
、
佳
處
E
F
G。
携
壺
上

、
一
雨
秋
政
絡
。
千
巖
如
獻
彜
、
秀
色
疊
H
I。
C雲
梯
逕
入
、
危
磴
石
偃
蹇
。
洞
薩
訪
眞
仙
、
丹
:骨
己
換
。
J
K今
幾
年
、
鸞
鵠
L在
眼
。（『
客
亭
M稿
』
卷
一
一
）
池
州
に
お
け
る
二
つ
の
詩
跡
（
松
尾
）
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池
州
齊
山
張

舊
聞
齊
山
、
病
來
登
臨
。
然
俯
湖
、
秀
出
幾
百
。
穹
石
天
與
巧
、
脩
篁
	

林
。
髙
攀
極
巉
巖
、
俯
探
窮
窈
深
。
愛
此
堅
貞
、
襠
會
予
心
。
憶
行
西
湖
岸
、
亦
復
多
崟
。
頗
恨
人
力
、
刻
畫
時
見
。
誰
知
醜
石
面
、
乃
亦
變
孔
壬
。
何
如
榛

、
屹
立
長
森
森
。
天
然
幽
獨
、
妙
質
逢
賞
。
支
麑
到
頂
、
孤
亭
指
遙
岑
。
樊
川
有
留
詠
、
兀
坐
一
長
吟
。
（『
南
軒
集
』
卷
二
）
高
不
疑
與
客
登
梁
昭
明
臺
、
李
吾
和
詩
見
、
用
韻
謝
之
魏
了

籃
輿
軋
軋
度
齊
山
、
文
獻
風
流
數
百
年
。
遙
想
牧
之
歌
絡
、

白
也
詠
天
。
只
餘
水
梁
臺
在
、
未
一
登
山
謝
屐
穿
。
多
謝
秋
風
吹
好
語
、
如
陪
杖
辮
俯
魚
淵
。
（『
鶴
山
先
生
大
文
集
』
卷
一
〇
）
抵
池
陽
未
入
關
泊
于
齊
山
數
日
、
因
窮
岩
壑
之

戴

保
策
相
扶
上

、
眼
竒
怪
足
疲
。
三
十
六
洞
昔
 、
四
百
餘
年
無
牧
之
。
漲
水
淼
瀰
春
雨
後
、
!山
重
疊
夕
陽
時
。
幾
多
江
北
江
南
恨
、
問
"沙
展
糸 悳
不
知
。
（『
石
屏
詩
集
』
卷
九
〔
附
#〕）
な
お
、
元
代
以
$の
有
名
な
作
家
と
し
て
、
%の
二
人
の
作
品
だ
け
&げ
て
お
く
。
'登
高
山
得
詩
二
首
薩
(剌
登
高
)
*四
山
齊
、
何
處
風
流
杜
牧
之
。
白
苧
曽
聽
松
下
唱
、
紫
簫
+
向
中
吹
。
野
雲
雨
後
無
行
路
、
,
-春
深
有
斷
.。
'裏

閑
記
得
、

高
上
寫
烏
絲
。
杖
黎
踏
破
碧
崔
嵬
、
'裏
/游
樂
未
回
。
0壑
泉
聲
松
外
去
、
數
行
秋
色
鴈
邊
來
。
文
章
小
杜
人
何
在
、
風
雨
重
陽
1自
開
。
山
路
雲
深
行
客
倦
、
竹
鷄
飛
上
獨
春
臺
。
（『
薩
天
錫
詩
集
』
後
集
）
春
日
齊
山
寺
用
杜
牧
之
韻
二
首
王
守
仁
2看
3發
又
3飛
、
空
向
3

4式
。
自
笑
5生
行
脚
6、
何
人
未
老
乞
身
歸
。
江
頭
鼓
角
7春
浪
、
雲
外
旌
旗
閃
8暉
。
羨
9山
中
麋
鹿
:、
千
金
;買
楞
<衣
。
倦
鳥
投
枝
已
亂
飛
、
林
暝
色
漸
霏
。
春
山
日
=

孤
坐
、
子
天
涯
正
憶
歸
。
古
洞
濕
雲
含
宿
雨
、
碧
溪
明
弄
/暉
。
桃
3不
管
人

事
、
只
笑
山
人
未
拂
衣
。
（『
王
文

公
書
』
卷
二
〇
）
（
９
）
『
四
庫
書
』（
集
部
）
の
檢
索
に
よ
る
。
（
10）
『
千
古
杏
3村
』
に
は
、
貴
池
出
身
の
元
代
の
詩
人
で
、
>
?年

（
一
三
一
四
～
一
三
二
〇
）
に
池
州
路
の
@授
に
任
じ
ら
れ
た
と
い
う
「
曹
天
?」
と
い
う
人
物
の
名
を
Aげ
、「
杏
3村
」
と
題
し
た
詩
を
載
せ
る
。
し
か
し
『
杏
3村
古
井
文
B園
C游
指
南
』
に
は
「
曹
天
佑
」
・
に
作
り
、
宋
代
の
人
と
す
る
。『
安
徽
史
志
綜
D』（
史
州
E、
安
徽
@
育
出
版
F、
二
〇
〇
二
年
）
に
は
「
曹
天
跫
」
に
作
り
、
同
じ
く
宋
代
・
の
人
と
す
る
。
『
杏
3村
古
井
文
B園
C游
指
南
』
に
よ
れ
ば
、
曹
天
?（
佑
？
／
跫
？
）
の
名
は
光
G九
年
の
『
貴
池
縣
志
』
に
初
め
て
現
れ
る
よ
う
で
、
そ
れ
以
の
地
方
志
に
は
な
ぜ
か
名
が
見
え
な
い
。
ま
た
、
H
Iの
『
杏
3村
志
』
に
も
見
え
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
待
考
と
し
て
お
く
。
（
11）
例
え
ば
、
%の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
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杏
村
明
・
沈
昌
杏
枝
上
春
風
、
十
里
村
一
色
紅
。
欲
問
當
年
沽
酒
處
、
竹
籬
西
去
小
橋
東
。
罷
官
歸
里
經
杏
村
故
居
明
・
張
思
曽
鱸
肥
方
棹
、
悵
此
村
幽
。
故
里

客
、
名
園
作
廢
丘
。
	逢
小
杜
輩
、
喜
共
老

游
。
紅
杏
曽
餘
幾
、
重
來
問
酒
樓
。
杏
村
（
題
圖
詩
）
明
・
元
鏡
牧
童
遙
指
處
、
杜
老
題
詩
。
紅
杏
添
新
色
、
桷
憶
時
。
山

作
畫
、
好
鳥
解
吹
齪
。
偸
得
餘
閑
在
、
官
錢
換
酒
卮
。
な
お
、
こ
の
章
に
收
め
ら
れ
て
い
る
作
品
群
は
、
基
本
に
『
杏

村
志
』
卷
五
～
八
の
「
題
詠
」
か
ら
收
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
（
12）
（
２
）『
校

詩
解
釋
辭
典
』
の
同
項
參
照
。
（
13）
こ
の
「
明
」
詩
は
、
樣
々
な
人
に
改
作
意
欲
を
わ
か
せ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
點
か
ら
も
、
こ
の
詩
に
對
す
る
價
が
あ
る
度
窺
わ
れ
る
。
同
、
備
考（
２
）參
照
。
（
＊
）
本
稿
は

十
七
年
度
・
學
振
興
會
科
學
究
補
助
費
・
基
盤

究
Ｂ
（
一
般
）「
詩
跡
（
歌
枕
）
究
に
よ
る
中
國
文
學
史
論
再

―
詩
跡
の
念
・
機
能
・
形
に
關
す
る
究
―
」
の
果
の
一
部
で
あ
る
。
池
州
に
お
け
る
二
つ
の
詩
跡
（
松
尾
）
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